
モ
ノ
は
来
る
け
ど
人
の
顔
は
見
え
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
日
本
の
海
外
援
助
。
中
で
も
日
本
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
‐
０
（
非
奴

原
）
が
極
端
に
少
な
い
ア
フ
リ
カ
で
、
約
一
年
に
わ
た
り
靴
…
闘
し
た
団
体
が
あ
る
。
内
戦
で
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
北

マ
リ
ア
［
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド
］
（
南
部
と
分
離
・
独
立
を
宣
言
中
）
の
「
首
都
」
ハ
ル
ゲ
イ
サ
で
医
療
活
動
を
展
開
し

ア
ジ
ア
医
師
追
給
協
議
会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
木
部
・
岡
山
市
）
。
苦
境
の
中
で
先
月
末
、
隣
国
シ
ブ
チ
ヘ
ー
時
撤
退

が
、
ソ
マ
リ
ア
に
足
跡
を
残
し
た
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
先
駆
的
な
役
割
は
小
さ
く
な
い
。
（
ジ
ブ
チ
で
福
井
聡
）

ｿﾏﾘｱで韻医療N(30

日
本
人
医
師
ら

先
駆
的
な
役
割

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
医
師
各
一

人
、
専
門
調
整
員
二
人
ら
を
送

り
、
内
戦
で
疲
弊
し
た
国
立
ハ

ル
ゲ
イ
サ
中
央
病
院
の
再
建
を

辿
め
た
。

　
支
援
計
画
は
①
同
病
院
の
施

設
再
建
②
薬
・
医
療
機
Ｓ
の
供

与
③
現
地
暇
暇
へ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ー
の
三
本
柱
。
施
設
再

建
は
内
戦
中
に
壊
滅
し
た
施
設

の
外
壁
や
屋
根
を
補
修
し
た
も

の
で
、
国
造
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
か
ら

五
万
ご
の
予
算
を
受
け
て
実

施
。
日
本
か
ら
船
腿
で
ジ
ブ
チ

に
着
い
た
薬
や
搬
器
を
団
員
が

飛
行
機
で
往
復
す
る
際
少
し
ず

つ
題
ん
だ
り
、
胴
地
の
医
師
が

回
診
装
酒
同
行
し
て
助
言
す

る
な
ど
し
た
。

　
計
画
実
施
の
中
心
と
な
っ
た

長
谷
川
昭
一
医
師
と
山
本
邦
光

調
整
ｎ
に
よ
る
と
、
髪
初
に
ぶ

つ
か
っ
た
難
問
は
給
与
問
題
だ

っ
た
。
副
詞
院
の
医
師
ら
職
員

百
門
人
は
全
員
給
料
を
も
ら

っ
て
い
な
か
っ
た
。
内
戦
で
経

済
雌
松
は
完
全
に
崩
壊
し
、
五

月
に
発
足
し
た
新
政
権
も
国
際

社
会
の
承
認
が
但
ら
れ
ず
財
政

は
破
産
状
態
。
医
師
ら
は
午
前

中
の
み
病
院
に
出
勤
し
、
午
後

は
自
宅
で
削
人
診
療
し
生
活
費

を
稼
い
で
い
た
。

い
こ
と
で
迎
す
こ
と
に
し
た

が
、
勤
労
意
欲
は
改
善
さ
れ
な

い
ま
ま
た
っ
た
。

　
次
の
問
題
は
、
氏
族
問
に
根

差
す
労
務
問
司
糾
院
施
設
丙

建
に
当
た
っ
て
、
現
地
の
技
師

に
作
業
員
の
人
胞
を
一
任
し
た

と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
し
て
糾
院

閲
か
ら
文
句
が
殺
到
し
た
。
ソ

マ
リ
ア
社
会
に
は
氏
族
（
ク
ラ

ン
）
、
そ
の
下
の
小
氏
族
（
サ

ブ
ク
ラ
ン
）
同
士
の
対
立
色
が

強
い
の
に
、
技
。
肺
は
自
分
が
所

屑
す
る
小
氏
族
の
人
間
ば
か
り

を
犀
川
し
た
た
め
、
他
の
小
氏

族
が
反
発
し
た
の
だ
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
で
か
な
り
Ｆ

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
現
地
職
員
の
経
理
不
正

垠
件
が
発
覚
。
再
釘
川
打
ち
切

り
を
通
告
し
た
と
こ
ろ
、
職
員

は
こ
れ
を
拒
否
し
、
武
装
車
両

で
職
員
住
宅
の
襲
撃
に
現
れ
、

治
安
問
題
に
発
展
し
た
。
結
�

っ
て
き
た
こ
と
は
表
示
な
経
験

に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　
今
後
ア
フ
リ
カ
を
目
指
す
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
同
医
師
は
「
到
地
の
ぺ

'
･
ｙ
を
取
り
入
れ
た
計
画
を
悲

め
て
ほ
し
い
。
日
本
で
立
案
、

調
巡
し
、
日
本
の
ペ
ー
ス
で
耽

め
た
計
訓
は
必
ず
行
き
詰
ま

る
」
と
繰
り
返
し
志
悒
し
て
い

た
。

同
五
月
に
南
部
と
の
忿
？
独

立
を
穴
ぶ
。
南
部
は
そ
の
吸
も

無
政
府
状
態
。
バ
ー
レ
政
権
の
＾
一

北
郎
へ
の
破
壊
行
為
は
、
茫
二

を
極
め
た
。

　
無
給
の
た
め
胴
地
裁
以
の
勤

労
意
欲
は
低
く
、
回
診
の
同
行

ソマリラン'ドのハルゲイサ中央病院で患者の

治療に当たるＡＭＤＡから派遣された医師ら

で
も
治
療
や
診
断
の
聞
氾
い
を

率
直
に
指
摘
す
れ
ば
プ
ラ
イ

ド
を
傷
付
け
る
た
め
、
後
で
専

門
肖
を
見
せ
「
本
に
は
こ
う

力
‥
い
て
あ
る
」
と
話
す
形
に

む
た
。

　
さ
ら
に
、
吠
睨
鯛
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
別
状
で
の
続
行
は
難
し
い
と
し

Ａ
に
截
知
へ
の
給
料
の
一
部
負
て
、
一
時
撤
退
を
余
儀
な
く
ざ

旧
を
要
求
し
て
き
た
。
払
わ
な
れ
た
。

　
現
在
も
ジ
ブ
チ
で
皺
民
支
吸

を
続
け
て
い
る
長
谷
川
医
師
は

「
氏
族
間
問
題
な
ど
文
男
で
は

理
解
し
て
い
た
が
、
目
分
た
ち

に
ど
う
か
か
わ
る
か
は
始
め
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ

た
。
艶
題
が
山
廼
し
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
中
途
な
の
が
残
念
だ

が
、
国
遡
や
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
巡

晰
を
取
り
合
い
ソ
マ
リ
ア
で
や

　
　
【
ソ
マ
リ
ア
内
戦
】
北
部
イ

サ
ッ
ク
氏
族
の
「
ソ
マ
リ
ア
国

Ｍ
運
動
」
（
Ｓ
Ｎ
Ｍ
）
が
武
裳

ほ
・
う
む
。
一
九
九
一
年
一
月
に

バ
ー
レ
政
権
追
放
後
、
北
部
は

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
一
九
八
四
年
、

岡
山
市
の
開
業
医
、
罰
波
茂
さ

ん
（
四
六
）
が
中
心
に
な
っ
て
設
立

し
た
。
現
在
、
日
本
の
ほ
か
タ

イ
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
十

五
カ
国
に
支
部
が
あ
る
。
会
員

は
日
本
国
内
が
三
百
七
十
人

で
、
医
師
の
ほ
か
む
垣
知
や
一

般
人
も
多
い
。
海
外
の
支
部
の

会
員
は
、
計
約
二
百
人
。

　
八
八
年
の
イ
ン
ー
’
・
無
医
村
の

巡
回
診
療
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
に
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
十
力
国

で
活
動
し
て
き
た
。
今
年
五
月

に
は
戦
乱
、
天
災
時
に
緊
急

に
医
師
や
看
護
婦
を
派
進
す

る
「
ア
ジ
ア
多
国
刻
限
師
団
」

を
結
成
す
る
こ
と
を
決
議
し

た
。

　
緊
急
医
療
協
力
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

し
て
は
、
会
員
百
七
十
五
万
人
、

登
録
医
師
五
千
人
を
抱
え
世
界

五
十
七
力
国
で
汚
扮
す
る
フ
ラ

ン
ス
で
生
ま
れ
た
国
際
組
織

「
国
犯
な
き
医
師
団
」
（
Ｍ
Ｓ

Ｆ
、
本
部
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
が

有
名
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
い
わ
ぱ
Ｍ

Ｓ
Ｆ
の
日
木
版
だ
。

　
恥
国
籍
医
師
団
に
ひ
録
し
て

い
る
医
師
は
ま
だ
四
十
八
と
少

な
い
が
、
菅
浹
代
表
は
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Λ
に
は
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は

な
い
特
徴
も
あ
る
」
と
話
す
。

　
「
援
助
さ
れ
る
側
」
た
っ
た
ア

ジ
ア
各
国
の
医
師
が
、
漬
噺
的

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ソ

マ
リ
ア
に
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
ネ
パ
ー
ル
の
医
師
か
な
・
加

し
、
七
月
の
北
函
迫
南
西
陣
地

政
の
際
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
支
部

か
ら
、
目
本
に
医
㈲
ｍ
心
の
打

診
が
あ
っ
た
。
従
来
の
「
援
助

す
る
側
」
［
さ
れ
る
閃
］
の
際

一

を
超
え
た
昌
勁
が
広
が
り
始
め

て
い
る
。

　
ロ
院
代
表
は
「
欧
米
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
は
違
う
ア
ジ
ア
人
の
い
椙

亙
扶
助
い
で
、
相
手
の
多
様
性

を
尊
ｍ
し
た
援
助
を
し
て
い
合

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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